
取組事例紹介

働き方改革応援レシピ

カバーレスでメンテナンス時間短縮

・ベルトコンベヤを小型化したことにより、点検箇所が減った。また、カバーレス化により、点検時間も大幅に
短縮されたため、保守部門労働者の長時間労働が解消し、36協定の上限を引き下げた。

・小型化によって、空きスペースを確保したため、新規設備を導入することができた。
・低推力で出力も小さいことから、電気代の節約につながった。

工場内にある製品搬出用のベルトコンベヤは大型で各部に巻き込まれ防止の覆いが設けられていたため、非常時に機械
を停止した場合、復旧までに時間を要していたことから、保守部門労働者が長時間労働となっていた。

製造業向け

業種：製造業 従業員数：50名

御社の働き方改革を「働き方改革推進支援センター」は応援します！
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人手不足・社員の定着でお悩みの事業主様！
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～時短・生産性を向上させる工夫～

＜低出力の小型ベルトコンベヤを導入＞

復旧にはそれほど時
間がかかるものなん
ですね。

そこまで高出力でなくてもよいのであれば、たとえ
ば、ベルトコンベヤを最大動力80Ｗ以下の低出力
のものに変更してみてはどうでしょうか。
低出力のものであれば、コンベヤを小型化できます
し、場合によっては、カバーレスも実現可能◇です。

そうなんだよ。トラブルが発生したときは、発生箇所の
補修をするのはもちろんだけど、立ち上げ前には改めて
全体を点検する必要があるんだ。
うちのコンベヤは大型で各部に巻き込まれ防止のカバー
があるから、余計に点検の時間がかかっているね。

◇：「機械の包括的な安全基準に関する指針」の本質的安全設計方策に基づく。形状、作業状況等により、覆いが必要な場合もある。

この前、搬出用ベルトコンベヤの
非常停止ボタンが押されて機械が
停止したんだけど、復旧までにと
ても時間がかかってしまったよ。

低出力のベルトコンベヤを導入したところ、機械も
小型化され、点検時間などが大幅に短縮されました。
また、再立ち上げの時間も短いことから、すぐに定
常作業に戻れ、生産性も向上しています。

（従来の駆動方法）
○チェーンと歯車に
より、高推力。

○電圧 AC200V
出力 200W

○防護カバーが必須。

（新たな駆動方法）
○マグロの釣糸とプーリー
により、低推力。

○電圧 DC24V
出力 20W

○防護カバーが不要。
小型・カバーレス化により、
メンテナンス時間大幅短縮！

【設備導入費用を助成！】

【働き方改革推進支援助成金】
○労働時間短縮・年休促進支援コース
助成率 ７５％
（一定要件の場合、８０％）
かつ
上限額 最大2００万円
（一定要件の場合、最大４４０万円）
◆助成金等には成果目標の達成状況等、一
定の要件があります。

◆申請締切令和3年11月30日（国の予算
の制約のため、これ以前に受付を締め切
る場合があります）

詳しくは当センター特設サイトへアクセス 愛知働き方改革推進支援センター► 検索
QRコード
でもアクセス
可能です！

愛知働き方改革推進支援センター【令和3年度 厚生労働省・愛知労働局委託事業】
相談窓口：名古屋市千種区千種通７－25－１ サンライズ千種３階（タスクール内） ☎ ０１２０－００６－８０２

aichi@task-work.com✉※受付日時：月～金曜日（祝日等を除く）午前９時～午後５時
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https://jsite.mhlw.go.jp/aichi-roudoukyoku/hourei_seido_tetsuzuki/_121796/tetsuzuki.html
https://jsite.mhlw.go.jp/aichi-roudoukyoku/hourei_seido_tetsuzuki/_121796/tetsuzuki.html

